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歴史学関係学会 

ハラスメント防止宣言 

 

 一般に、ハラスメントは、性別、社会的身分、人種、国籍、信条、年齢、職業、学歴・職

歴、身体的特徴など個人の人格にかかわる言動によって、あるいは力関係や優越的地位を利

用して個人に不利益・不快感を与え、その尊厳を損なうすべての行為を指します。セクシュ

アル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、マタニティ・

ハラスメント、モラル・ハラスメント、アルコール・ハラスメントなど様々なハラスメント

はようやく社会的に認知されるようになっています。また、近年ではソーシャルメディアの

発達とともに、インターネット上での誹謗中傷も大きな社会問題になっています。ハラスメ

ントを防止することは、個人の人格と人権を尊重することであり、その重要性は学問の世界

でも例外ではありません。 

 すでに数多くの大学・研究機関では、ハラスメントを防止するためのガイドラインが作成

され、改善のための取り組みと、また残念ながらなお数多く発生する様々な事件への対処が

行われています。しかし、学問・研究活動は大学・研究機関だけではなく、それらの組織を

超えて連携・協同する学会によっても成り立っています。歴史学関係の学会も、大会・例会・

シンポジウム・学会誌編集発行などの様々な組織運営活動を通じて、歴史研究者がその研究

成果を発表し、互いに議論する場を提供しています。その活動は、大学・研究機関に所属し

ない歴史研究者によっても、あるいは教育・出版関係など広く社会一般に及ぶ様々な立場の

関係者によっても担われています。ハラスメントは被害者の自由な意見表明や研究活動・組

織運営活動を萎縮させます。それは民主的で自由・平等を基本とする学会活動の健全な発展

を阻害するものです。 

 歴史学関係学会は学問の発展のために、ハラスメント防止の取り組みに積極的に協力す

ることが求められるでしょう。本ハラスメント防止宣言に賛同する歴史学関係学会は、歴史

学の発展と歴史学関係学会に携わる関係者の人格と人権の尊重のために、各学会会員にハ

ラスメントの防止をよびかけ、啓発活動に取り組み、ハラスメントのない自由闊達で平等な

歴史研究活動の実現に努めることをここに宣言します。 
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日本歴史学協会 

岩手史学会          
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上智大学史学会        

駿台史学会          

総合女性史学会        

地方史研究協議会       

東欧史研究会         

東京歴史科学研究会      

同時代史学会         

奈良歴史研究会        

日本史研究会         

パブリックヒストリー研究会  

東アジア近代史学会      

法政大学史学会        

歴史学研究会     

 


